
（様式⑦-1　小学校・中学校）
　

授
業
改
革

一人ひとりの授業力の向上

・子どもたちが「わかる」授業を実施
　（「個別最適な学び」・「協働的な学び」への授
　業改善）
・授業力向上に向けた研究授業や研修の実施

児童アンケート「授業は分かりやすい」への肯定
的回答率など
研究授業の実施状況（全学年１回以上），研修
の実施状況（年３回以上）

児童アン
ケート結果
実施記録

２月

学
力
向
上

確かな学力の育成

●基礎学力の定着及び学習意欲の向上
・ＰＣの日常的・効果的な活用及び校内研修の充
　実（「自ら学びを進める授業づくり」に向けて）
  ＩＣＴスキルの指導及び活用場面の工夫 ★
・中高学年における教科担任制の推進
・「語彙力」の向上及び自主学習の工夫改善

全国学力・学習状況調査及びすくすくウォッチの
結果
ＩＣＴ活用能力チェックリスト達成率80%
国語・算数・理科・社会の単元テスト平均83%及
び50%以下の児童の割合10%以下
実施状況及び漢字まとめテスト平均85%

調査結果
チェックリスト
単元テスト結
果

２月

人権尊重の基盤に立った豊かな
心の育成

・人権教育等の充実
・「考え，議論する道徳」への授業改善
・校長講話等の工夫と充実

実施状況（人権実践報告書の作成等）
児童アンケート「命の大切さや思いやりなどにつ
いて学んでいる」への肯定的回答率など
道徳の振り返り内容

実施記録
児童アン
ケート結果

２月

自己肯定感及び社会性の向上
・縦割り班活動（異年齢集団）の充実
・仲間づくり，集団作り等学級活動の充実
・行事等いろいろな機会を捉えての評価

実施状況（縦割り班遊び，縦割り掃除等）
児童アンケート「自分にはよい所がある」への肯
定的回答率など

実施記録
児童アン
ケート結果

２月

いじめの防止と早期対応
・定期的ないじめアンケートの実施と，いじめ発生
時の早期対応

実施状況（年４回）
児童アンケート「学校は楽しい」への肯定的回答
率など

実施記録
児童アン
ケート結果

２月

体力の向上
・授業や委員会活動等での体力向上の取組
・ICTを活用した運動技能の向上

新体力テスト結果
実施状況

体力テスト
授業観察

２月

健康な生活（正しい生活習慣）
・「保健だより」の作成と配付による啓発
・健康な生活に関する掲示物の作成と掲示
・保健指導の定期的な実施及び充実

実施状況
児童アンケート「毎日早寝早起きをし，朝ごはん
もきちんと食べている」への肯定的回答率など

実施記録
児童アン
ケート結果

２月

小
中

小中9年間の児童・生徒の成長を
図る小中連携の推進（学校群）

学校群の年間計画に基づく実践
・小中授業交流，小中合同研修 ★
・児童生徒の学習や部活動交流（小小/小中）

実施状況 実践報告 ２月

安
全

危機管理・安全確保
・学期毎の避難訓練と毎月の安全点検の実施
・教職員対象の研修の実施及び充実

実施状況
児童アンケート「地震や火事などの際にどのよう
に行動すればよいのか学んでいる」への肯定的
回答率など

実施記録
児童アン
ケート結果

２月

公
開

学校情報の公開
・学校便り，学校HP等による適切な情報発信
・連絡アプリ等ICTの効果的な活用
・「働き方改革」を意識した地域連携の工夫

学校だよりの発行状況（R７年度：毎月発行）
学校HPの年間記事数
実施状況及び時間外勤務平均40時間以下

実施記録 ２月

確かな学びの現状
・「全国学力・学習状況調査」（6年生）結果から，平均正答率の低さが課題であることがわかる。「算数」は平均正答率が全国・大阪府より1ポイ
ント低く，知識・技能についてみると大幅に低い状況である。「国語」は知識・技能については全国・大阪府よりも高いが，思考・判断・表現につ
いては全国・大阪府よりも低い。「理科」は，知識・技能については大阪府より高く，思考・判断・表現については，全国・大阪府よりも低い。「すく
すくウォッチ」の結果は，平均正答率が「算数」「国語」「理科」とも大阪府より高いが，内訳をみると準正答が多い。「なんとなくわかっている」子
が多く，自分の考えを根拠をもって説明することに課題がある。
・単元テストの全学年の平均点は３教科とも83%以上だが，学級や教科によるバラツキがあり，引き続き学力の底上げを図る必要がある。
・自主学習ノート等による主体的な学びは定着しており，今後は児童が自分ごととして学びを捉えらえるような指導を工夫していく。

豊かな心・健やかな体の現状
・「全国学力学習状況調査」（6年生）において，「自己肯定感」に対する肯定的回答率が93.5%と府平均の86.5%を上回り，また学校教育アンケートでも，全学年平均
92％と高い状態である。昨年度の様々な行事や縦割り班活動での実施による成果が表れており，今後も取組を継続しながら，各担任による声掛けや児童相互に
よる評価等の充実も図る。
・昨年度の新体力テストの結果では男女各40項目中，全国・堺市平均より低いのは，男子14項目，女子25項目である。男女差の開きが大きいため，男女差を近づ
けていき，また平均より低い項目を減らしていきたい。そのために，外遊びへの声掛けや委員会活動，ICTを活用した指導などの取り組みを継続していく。また，
ゲーム・動画視聴の時間が多い課題もまだ残されており，保護者・関係機関との連携も含めた啓発活動を図っていく。
・「学校へ行くのが楽しい」と感じている児童の割合が昨年度同様97%と高く，認めあい，支えあう学級づくりや学年集団づくりをさらに進めていく。

 令和８年度　重点目標  「一人ひとりが輝く、たのしい学校」
　めざす子ども像　　「未来をたくましく生き抜く児童」　 ・自ら考え，仲間と協働しながら課題解決をめざす子　　 ・相手の立場を尊重し，行動できる子　　  ・健康な生活に向け，遊びや運動などを状況に応じて行おうとする子
　重点目標  　　①確かな学び 　　②豊かな心・健やかな体 　　③信頼される学校

豊
か
な
心

進捗確認
（～10月）

中
項
目 自己評価

豊
か
な
心
・
健
や
か
な
体

評価方法
具体的な取組

（●重点とする取組　★中学校区での取組）

校長　富来　佐世子

学校関係者評価者から(年度末)

信
頼
さ
れ
る
学
校

健
や
か
な
体

確
か
な
学
び

校長より(年度末)

学校関係者評価

達成状況(年度末)

評価時期
判断基準

（評価のものさし）

大
項
目

中学校区におけるめざす子ども像
 心を育み，学び合い，よりよく生きる力を身につける子

堺市立八下西小学校

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価計画書】

具体目標


